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Humor, like beauty, has been said to lie in the eye of the 
beholder. Though it is possible to take a humorous view of any 
phenomenon, including a phenomenally dull or solemn work of 
literature, itis also possible to overlook, to ignore, to disdain or 
even to be off ended by an author’s efforts to amuse. Stil, the 
evidence of Japanese literary history suggests that humor, in
many varieties, isa salient characteristic of the vast literature 
produced during the centuries of Tokugawa rule. Much of the 
humor in Edo literature can be easily enjoyed by modern readers, 
but its exploration remains a challenging task for scholars. 
The laughter reflex is of course a striking though inadequate 
litmus test for detecting humor. Subjective differences aside, it
becomes increasingly difficult to measure physical response as 
the level of expression descends the scale from explosive 
laughter to subtler manifestations. Literary humor seems 
particularly hard to fathom. No doubt a discriminating reader 
may perceive a story or poem as humorous without being aware 
of reacting to it by even the faintest spontaneous smile. A reader 
distant in time and cultural background is inclined to ask what 
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elements in the works themselves signify the presence of this 
elusive quality. 
If the comic intent of hanashibon and kokkeibon authors can 
be taken for granted, surface features of such genres as haikai, 
kyoka , kyoshi , senη1u, ukiyozoshi, sharebon, and kibyoshi 
provide an index of the possibilities for humorous effect 
envisioned by their authors. No reader can be expected to smile 
without adequate stimulation, under conditions which encourage 
a playful, receptive frame of mind. Hence, elements associated 
with these genres -stylistic levels, thematic patterns, titles, 
illustrations, format, even an author’s pen name-tend to arouse 
humorous expectations. 
Comic stimuli prepare the reader to accept the pleasant 
shock of further incongruities implicit in such generic models. 
Thus the traditional modes of imitation and pastiche give way to 
parody and burlesque: classical honkadori poetry to kyoka, 
romantic fiction to Saikaku’s koshoku-mono, cautionary tales to 
his wry chσnin-mono , sermons and guidebooks to satires and 
comic picaresque. Always the arousal and satisfaction of 
humorous expectations is crucial, whether by the mingling of 
elegant and incongruously vulgar language, the use of startling 
thematic juxtapositions (shuk6), the purely visual aspect of a 
book, especially its illustrations, or by any other means. To be 
told, for example, that a certain work is ascribed to Furai Sanjin 
whets an appetite for satirical irreverence which the author 
Hiraga Gennai has presumably felt both eager and obliged to 
satisfy. Analysis of the complex dynamics of humor is therefore 
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けん ＜－・ろ）かへ から おやじ げめんに（よ） I王さつないしんによ
「賢を賢として色に易よ」と、唐の親父がむだをいひ、「外面似菩薩内心如
やしや てんぢ〈
夜文Jと、天竺のすっとの皮が思ひ入にはり込（ん）でも、面白ヒといふ事を呑
ぽんぷ きみじか やみくもふみやぷ
（み）込（ん）でゐる凡夫ども、気短にいふてはいけぬと、闇雲に踏破りて、あしび
かま みずからあざぷ がう
きの山の手にーの州庵を構へ、自麻布先生と号する人あり。
言うまでもなく、西鶴や他の作家たちも、源内よりずっと前から、真面目
なジャンルに滑稽味を注ぎ込んでト、それを変質させていました。源内が戯作
を書き始めた頃には、仏教説話や儒教の教えを茶化すことは、滑稽文学の定
石になっていました。男色女色のふた道を論ずるといった場面でも、しかつ
めらしい学問論議を装って笑いを誘ったのです。
この神聖なものを茶化すというテクニックは、遊女評判記や『吉原細見』
に影響を受けた酒落本の中に早くから見ることができます。 1757年（宝暦7
年）に作者不詳の『聖遊廓Jが出版されましたが、これは、釈迦、孔子、老
子が、日本で落ち合い、酒仙の詩聖である李白の大坂の揚屋で、白楽天を封
間として遊ぶという趣向です。これは御承知の通り、儒、仏、道の三教を統
さんごうしいき おおぞら
ーしようという「三教指帰」のバーレスクで、老子には大空太夫、孔子には
だいどう かりのよ あいかた
大道太夫、そして、釈迦には、仮世太夫が敵娼になります。（仮世太夫は、こ
の世をはかなんで、心中の旅に立ちました。）このように聖と俗をつき合わせ
て、思いきり酒落のめしたこの作品は、「聖遊廓」という題名が、はっきりし
た形で読者の心にひきおこす期待を十二分に満足させています。これが酒落
本というジャンル自体がもっている喜劇的な期待にこたえることは勿論のこ
とです。少し時代が下って天明頃の本の題名になると、このちぐはぐが生む
ユーモアが、もっと微妙な形で出てくるので、今では註釈がないと、意味が
通じない場合もあります。かと云って、天明の酒落本作者が、遊びほうける
聖人たちというテーマを、ひどく単純なものとして見下したわけでもありま
きんきょうしき
せん。例えば、唐来参和が1783年（天明 3年）に出した「三教色」は、さき
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にもふれた、九世紀の古典、弘法大師の「三教指帰」の巧みなもじりです。
孔子、天照大神、釈迦が遊廓で羽田をはずす。学問的な神聖な経典を、自由
にパロディにしたものです。舞台を吉原におき、天照大神までも現われて、
乱痴気騒ぎに加わるのです。このように、日本の神様を中園、印度にまたが
るコメディに加えることは、唐来参和（中国から日本に渡って来た）という
作者の名前にふさわしく思われます。事実、彼は、漢学に素養の深い武士で
ありながら、故あって町人となった多くの筆名を持つ戯作者であり、また和
泉屋源蔵として一流お茶屋の主人でもありました。
源内の後輩である大田南畝も又、意味深長な名前を持った分身をいくつも
持ち、それぞれ適当な場合に合った自噸的な名前を用いました。彼の最初の
ねぽけ
狂詩・狂文集の名は「寝惚先生文集」でしたし、その他、山手馬鹿人（万葉
歌人、山部赤人の失礼な地口）、四方赤良（当時の銘酒の名前）、その他何十
しかつめのまがお は
という筆名を使い分けました。また、他の狂歌仲間たちも、鹿都部真顔、土
じのかきやす さけのうえのふらち さけのうえのうたたね
師掻安、酒上不時、酒上熟寝等々、皆軽いユーツモアを含んだ名前を使っ
て狂歌を作ったのです。これら狂歌師の世界は、独自のゲーム・ルールをもっ
た一種の別天地を形づくっていましたが、武士、町人、絵師、役者等が徳川
の身分制度を無視したつき合いをするためには狂歌師としてのペルソーナが
必要であったとも言えるでしょう。 1770年代の初め、狂歌を始めた学問のあ
る武士やその友人の町人たちは、伝統的な歌合せを滑稽化して楽しむ事を考
えつきました。宮廷での歌合せの作法がアイロニカルな九帳面さで利用され
ました。また、やはり貴族の娯楽であった貝合せや聞香などをひねった催し
も、いろいろと、ありました。例えば1774年（安永3年）に、南畝は友人た
ちと“宝合せ”を催しています。これは貴族的な遊び、のパロディであると同
時に、神社仏閣のあやしげな霊宝の御開帳に対する調刺だったのです。その
会自身が、パロディの詩文を読み上げるバーレスクの儀式であったことは勿
論です。勿体らしく披露された宝物は、実は、視覚に訴えた地口でした。た
とえば、「春秋」に出てくる願麟の角と題する宝物の正体は、変な形をした薩
摩芋だったという具合です。
-92-
南畝は、ユーモアのつきせぬ源である性的なトピックもやすやすと使いこ
なし、洗練された可笑しみを醸すことが得意でした。彼の狂詩でも狂歌で
も、貴族的なイメージによく卑猿な意味を潜ませています。例えば、狂歌で
蘇東坂が赤壁に二度訪れたことを「文月の文もやかよふ神無月 うらをかへ
して遊ぶ赤壁」と詠って、遊女への二度目の訪問“裏を返す”にかけていま
す。南畝は文、誰にもわかるユーモアも手掛けています。南畝作といわれる
酒落本の名作「襲華道中粋語録」に登場する遊女は方言を使います。彼女た
ちは、三味線や踊り、座持ちのおしゃべりは駄目だということは自認してい
ますが、床上手としての誇りを持っているのです。
しや
お江戸の女郎衆ァ、なじみにならねへけりゃァ、おびさァとかねへさうだ
しゃみ あにおも
が、わしらァハァ三味のゥかぢる事もならず、江戸ぶしナァ知らず、何も面
しれ とこへへつ つとめ
白へ事ァおざんねへかはりに、床サ這入ちゃァ、勤とやらァおっぱなれて
めうとあひ
女夫逢だモシ。
一般的に、身分や職業などによって異なる言葉遣いから生れるユーモアは、
酒落本に慣れた読者に、童せぬ興味を与えた様です。酒落本のユーモアは、
酒落や地口をもりこんだ題名や滑稽な扉の挿絵や、しかつめらしい序文など
を別とすれば、酒落本の定型的人物（おきまりの登場人物）の間に交わされ
る、ちぐはぐな会話や、いい恰好したいという連中の望みから生れ出ます。
それらの登場人物は、息子株、通、半可通、野暮、それに彼等のお目当ての、
廓言葉を使う遊女たちです。その結果、遊里の洗練された行動基準に外れる
人々のコメディーが繰りひろげられます。また、その背景をなす性の放時さ
が、倫理感との間にちぐはぐな感じを、一層鋭く浮び上らさせるのです。こ
うして見ると、酒落本の世界では、不幸な遊客たちは、遊廓に登棲する前か
ら、きざや恥をかくことが予想されると言えるでしょう。これらの酒落本の
定石には、また、いろいろのヴァリエーションがあって、源内の幅広い作風
を要言葉させるような思い切ったバーレスクもあれば、殆んど、目に見えぬほ
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どのヴァリエーションを力日えたものもあります。しかし、ちょっとしたヴァ
リエーションを巧みに使う手法は、狂歌や川柳でも、酒落本でも、好んで使
われました。（この手法はもちろん、真面目な和歌や俳諸にも使われます。）
これらの詩形では、形式が堅苦しく規定されているため、不調和な要素をう
まくとり入れて不協和音をかなでたいという誘惑は非常に強いのですが、筋
立ての定石がすっかりきまっている酒落本ジャンルでも、きびきびした会話
のやりとりの中に機知とスタイルをもり込んで驚かせる場が多くあったので
す。これらのすべてのジャンルを通じて言えることですが、皆をどっと笑わ
すには、予期しなかった言葉一語で足りるのです。その笑いは、きちんとし
た行儀の良さと、破目をはずした意外性の交叉点から湧き起こるのです。酒
落本のウイットの中には、十七文字の川柳の一瞬きらめく機知や、同時に簡
潔な小日出のユーモアと相通ずるものが多く使われます。大体、偉大なものは、
ほんの一足踏み違えるだけで馬鹿馬鹿しさに変質するものですが、すべての
行動の基準が、事細かく規定されている酒落本の世界でも、ほんの毛筋ほど
のずれが笑いの電流を走らせる結果になるのです。
南畝は源内と違って、ちょっとひねったユーモアを好みました。 1779年（安
永8年）に彼が編集した日出本「鯛の味噌津」では、すでによく知られた笑話
が、南畝の江戸風の歯切れの良さで語り直されていますが、中には「落ちJ
らしいものがない話もあります。たとえば、「熊の皮」という話は、よく知ら
れた小日出の「熊の皮」を、たった二行にちぢめたものですが、これは、 1773
年（安永2年）に小松屋百亀が編集した小日出集の中の、同じ「熊の皮」とい
う日出を知っていないと、おかしみがわかりません。同時に南畝の狂歌は微妙
な味わいのものが多く、さすが、天明期の大通人にふさわしいものです。狂
歌は多くの名歌のパロディや、「竹林に薮蚊の多きとことも、知らでうかう
えい
か、あそぶ生酔」と竹林の七賢人を冷やかしたもの、その他、中国の伝説を
利用したような幅の広さをもっています。
川柳でも、人を小馬鹿にした調刺やパロディが珍らしくありません。伝説
的な歌人であり、色男である在原業平は「業平のかさのかかぬも不思議なり」
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とやられていますし、あの芭蕉の古池の句は、逆に、蛙の目から見たパロディ
になっています。しかし、これらの調刺的な詩一一川柳一一ーは、日常生活の
小さな驚きに鋭い焦点をあてたものが大部分であり、その、無名の町人を中
心とする川柳詩人達は、確立されていた形式を打破することによって、新し
い文学的ジャンルを、再び確立したのです。俳諮が、連歌に俗語や新しいテー
マを導入したのと同様に、川柳作家たちは、その眼を、自然の“季”を中心
とした俳諸宗匠の世界から、自分の身辺の日常生活に転じました。下がかっ
たユーモアが自由に楽しまれる一方、あまりにもあくどいユーモアは避けら
れましたが、川柳の目立った特長とは、無数のちょっと変った出来事、失敗、
そして人々の立居振舞いの中で、一日でその人とわかる癖などに、広い、さ
めた眼をそそいでいることです。
川柳の爆発的流行は、一般大衆の聞に驚くほど長く続き、川柳以前の前句
付けのような謎解きの言葉遊びと同様、多くの洗練された町人や学のある武
士たちにもアピールしたのです。狂歌の流行も、俳諮と同じように親しい仲
間同志の聞の催しとして始まりました。それは大物の詩人に率いられてはい
ましたが、遊びの気分にあふれた交流にふさわしい場でした。俳諮も狂歌も、
出版部数が飛躍的にのび、版元を経済的に大いに潤したほど普及したのです。
川柳はそうした狂歌や俳諮と同じような制作過程を経て作られながら、
ウイットにあふれた表現の場をひろげました。川柳を詠むために、ごく形式
ばらぬものも入れて、いろんな会や集りが開かれました。兼題は数日前から
茶屋に張り出され、それを見て、川柳を作りたい人は、点者への僅かな礼金
を添え、応募すればよかったのです。入選作品は、「）｜｜柳評万句合」の摺物と
して発表され、あるいは後に、もっとまとまった形になって、一冊の本とし
て出版されました。この句のジャンルの祖である柄井川柳は、数百万の句の
選をし、 1790年（寛政2年）彼の残するまでの三十年間に、約二十四冊の本
を出版したのです。
とかくする中に、 1772年（安永元年）武士の狂歌作家である木室卯雲が六
十三篇の小日出を集めて出版した「鹿の平餅」が当って、小日出の小冊子が、ちょっ
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としたブームになりました。（この本の著者の肖像の口絵と称するものも、そ
の匿名の山嵐という名も、当時の高名な道化役者、嵐音八に因んだもののよ
うです。）その翌年には「聞き上手」が出て、さらに大きな成功を収めまし
た。「上手な聞き手」ということは、裏を返せば、つまり、噺し手は下手とい
う白噸的題名でしょうか。この本には、版元の名前だけで、作者の名前が出
ていませんが、その作者は、身分上、身元を隠した武士ではなく、薬種店の
E那で、狂歌を作り、文、浮世絵を画き、時に、春画をものした小松屋百亀
です。この二冊の本が魁けとなって、新しい笑話を渉猟したり、あるいは、
古い話を更生らせたり、変えたり、焼き直したりする努力が盛んになりました。
彼等は、初期の悠長な小日出を、当時の晴好に合うように、当意即妙な話や、
うがった社会観察や、皮肉な機知に変えて、その後、続々とつづいた江戸風
の小日出集の型を作ったのです。それは、短かくて、軽く、そして、一見無害
の川柳の味を持っていました。
笑いの種にされた人達には、尾羽打ち枯した公卿や武士もありました。卯
雲は武士でしたが、町人である百亀と同じように、落ちぶれた浪人を平気で
からかうばかりか、“ある大名”までも、馬鹿丁寧な言葉を使って肴にしてい
ます。これらの小日出の題は、伝統的な和歌の題とは全く対照的に世俗的平凡
なもので、浪人、医者、乞食、盗人、亭主、女房と云ったものですが、これ
らの題を見ただけで、すぐ読者の心の中に、ちぐはぐな振舞いとか、議論で
やり込められる話とか、床の上で面白を失うとか、何か尾寵な出来事で恥を
かくとか、一一つまり、ありとあらゆる失敗や馬鹿げた出来事を期待する気
持ちが起るのです。また他の短い題（傘、煙草、酒、吉原）も、くり返し日出
本に登場しますが、その度に、そのお定まりのテーマが、新鮮なヴァリエー
ションとして現われることが、期待されます。本の題名も、一見して日出本ジャ
ンルと見当がつきます。たとえば「鹿子餅」（これは有名な元禄時代の噺し家
の名前を食い物に掛けた地口）、「茶のこもち」（これは前の地口の地口）、「高
笑ひ」（南畝の本の題名にしては少々曲がなさすぎます）「売言葉」「気乃薬」
等々。それからまた、筆名もそうです。有名な戯作者（京伝、三馬、風来山
一 96-
人、十返舎一九）の名前や、それをもじったもの（来風山人、一返舎十九）、
あるいは軽いナンセンス陳奮翰、（南畝の筆名）などがあります。
挿絵も読者の反応を刺激するのに役立ちました。多少、おかしみを含んだ
程度の挿絵から、今日、学問的出版物でも、まだ削除の憂目を見ている春画
の類いまであって、それが、読者の反応を刺激したのです。現代の漫画ほど
ではないにしても、絵の方が優位に立つ小日出も見うけられますが、日出本の多
くは、酒落本の袋や扉の挿絵と同じように、軽い皮肉っぽい調子を暗示して
います。黄表紙では、挿絵と本文とが五分五分の釣合いで、滑稽味をかもし
ています。このジャンルでは、よく発展した笑話が、芝居仕立の絵入り型式
えどうまれうわきのかばやき きるなのねからかねの
とうまく手を組んでいます。すなわち「江戸生艶気樺焼」とか、「莫切白根金
生木」のような歌舞伎の外題もどきの題名は、その複雑な言葉の遊びによっ
て生き生きとし、また表紙の題簸には酌絵が描かれています。また、歴史、
伝説、民話の人物たちは、当時の江戸の生活、とくに、戯作者がよく知って
いる社会の現実的なテーマを背景に設定されています。伝統的なテーマと、
当時の世相の穿ちとの組み合わせ、そして、それを絵と文との両方で平行的
に行うこ とによってコミックな表現形式の新しい型が生れたのです。
明治時代になってからも、ある意味で似ている漫画文化が盛んになりまし
たので、近代の形でまた変容されたコミックな表現形式の型が生まれた次第
なのです。そういうふうに、江戸文学のユーモアと明治文学のユーモアとの
関係は興味深い問題がいろいろありますが、しかしそれは別の話になります
ので、この辺で終らせていただきます。
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